
下水汚泥資源の肥料利用
〜肥料利用の検討から“じゅんかん育ち” の販売まで手厚く支援！〜

2023年度より、下水道管理者に対し下水汚泥資源の肥料利用に関する検討を行うことが求められています。下水道

管理者の皆さまにおかれましては、「肥料利用に向けて必要な検討内容がわからない」「下水汚泥の肥料利用に対して

懸念点がある」といったお悩みはないでしょうか。かねてより下水汚泥資源の肥料利用の促進に携わってきた日水コンが、

知識やノウハウを生かして支援いたします。

下水汚泥資源の肥料利用を取り巻く背景

Technology

⚫ 我が国は肥料原料のほとんどを輸入に依存しており、2022年度には原油・天然ガス価格の上昇等による肥料原料の国際価格高騰の打撃を受け
ました。これをきっかけに下水汚泥がリンや窒素を含む資源として注目され、下水汚泥の肥料利用量を増加させることで2030年までに肥料の
使用量（リンベース）に占める国内資源の利用割合を40%まで拡大させる目標が掲げられました。現在、国土交通省では発生汚泥等の処理に
関する基本的考え方として下水汚泥の処理において肥料としての利用を最優先し、最大限の利用を行う方針を示しており、農林水産省でも
下水汚泥由来肥料の新たな公定規格（菌体りん酸肥料）が創設されるなど、国を挙げて下水汚泥の肥料利用拡大が推進されています。

⚫ 2024年3月に国土交通省から「下水汚泥資源の肥料利用に関する検討手順書（案）」が公表され、今後は各地方公共団体において下水汚泥の
肥料化実施について具体的に検討することが求められます。下水汚泥の肥料化に当たっては、地域特性の考慮や地域関係者との関係構築が

  不可欠です。

取組状況に合わせた検討支援

日水コンでは、様々な地域における下水道資源の肥料利用に関する知識・ノウハウを有していることから、検討の進捗状況に合わせて
「下水汚泥資源の肥料利用に関する検討手順書（案）」 におけるどの検討段階からも支援することが可能です 。
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「下水処理場と周辺地域の特性」や「潜在的な肥料需要」等、
下水汚泥資源の肥料化の検討に必要な情報についての調査や、前提
条件を整理するほか、下水道資源の肥料化に必要となる関係者との
連携体制の構築をサポートします。
また、下水汚泥の分析結果に基づく汚泥肥料又は菌体りん酸肥料

の原料使用についての適否判断を支援します。

基礎調査の結果、下水汚泥の分析結果を踏まえ、処理場ごとに
適していると思われる肥料化手法の選定や、肥料製造事業者・産業
廃棄物処理業者とのマッチング支援を行うほか、肥料利用者のニーズ
の調査や流通経路の構築を行い、事業の実現可能性に関する検討を
支援します。
また、栽培試験の実施に当たり、農業試験場や肥料利用者との調整、

肥料利用者における汚泥肥料への理解促進を図るため、肥料利用者
を交えた意見交換会の開催に関する支援も可能です。

「当面の肥料生産量」の調査や検討、事業方式のメリット・
デメリットを比較した「肥料化の実施スキーム」に関する検討を
支援します。

「品質管理計画」や「検査計画」等、肥料登録の手続きに必要な
情報をまとめます。

図ー2 汚泥肥料で栽培した茶葉図ー1 意見交換会の様子

下水汚泥の分析基礎調査

肥料化実施可能性の検討

事業規模等の検討

菌体りん酸肥料・普通肥料の肥料登録

肥料の製造・流通に係る取組み

06 流通の拡大に向けた継続的な取組み

調査・研究結果を関係者に報告する会議の企画・開催支援を行う
ほか、異分野・異業種の団体や民間企業と連携するなど、多様な
地域関係者との意見調整を行い、利用者・消費者に対する理解促進
を図ります。また、具体的な販路構築（ふるさと納税返礼品への
登録等）に関する支援も可能です。



十勝ビストロ下水道プロジェクト（2020年～）

十勝地方の地域活性化について、地元の農業法人等との意見交換から展開したプロジェクトです。毎年のイベントには、産官の下水道関係者を

はじめ学識経験者、農業従事者、議員、銀行関係者等が幅広く参加しています。

下水道資源の農業利用に関する勉強会に加え、地域の生産団体に赴き下水道資源とのコラボレーションを模索し、地元の農業法人と共に

“じゅんかん育ち”の各種取組みを実現させています。

【これまでの成果】

2021年～下水汚泥肥料の受け入れ

2022年～とうもろこしの収穫・販売

2023年～ふるさと納税返礼品に登録

2025年～アスパラの収穫・販売

地域に寄り添う

活動を！

ふるさと納税返礼品

として登録されています！

じゅんかん育ちの霧島茶

鹿児島工業高等専門学校、株式会社

日水コン等の共同研究により開発した

肥料を使用し、茶葉を栽培しています。

2023年度からは国立研究開発法人農

業・食品産業技術総合研究機構の委託

事業に採択され、国の研究機関、地方

自治体、民間企業等の共同により、

事業化へ向けた研究を進めています。

霧島での取組みについて、
もっと知りたい！！！
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下水汚泥資源の肥料利用に向けた具体的な検討支援

“じゅんかん育ち”の広報、流通、販売の支援

図ー7 “じゅんかん育ち” の収穫の様子

下水汚泥資源の肥料利用
〜肥料利用の検討から“じゅんかん育ち” の販売まで手厚く支援！〜

下水汚泥資源の肥料利用・流通に向けて「肥料化実施可能性の検討」から「肥料の製造・流通に係る取組み」までの活動が必要です。
日水コンでは各種肥料化手法の検討や製造・流通関係者とのマッチングを通じて、事業実現に向けた一連の活動を支援します。

お問合せ先 コンサルティング本部下水道事業部
TEL：03-5323-6300
E-mail：nsc_gesui@nissuicon.co.jp

適用可能な肥料化手法の提案

図ー6 近隣の産業廃棄物処理業者を
対象とした下水汚泥受入可否の調査

肥料利用者のニーズ調査や流通経路の構築

処理場見学会や意見交換会等の開催支援（企画～調整）により、
地域関係者との話し合いの場を提供します。

基礎調査結果や下水汚泥の分析結果を基に、様々な観点から地域の
特性に合った最適な肥料化手法を提案します。

図ー3 農業従事者を
交えた処理場見学会

図ー4 地方農政局との
意見交換会の開催

表ー1 各肥料化手法の評価項目例

図ー5 下水汚泥分析結果を基にした肥料製造事業者との協議
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●● 浄化セ ンター の脱水 汚泥か ら、菌 体りん 酸肥料 として の肥料 登録が 可能で あると 見込ん でいま す。

図 ●●浄化センター脱水汚泥の重金属含有試験結果

肥料化手法 評価項目

コンポスト等

リン回収

　重金属、コスト、用地面積、温室効果ガス排出量、

　運搬可能性（外部委託の場合）、原液のリン濃度　等

受入可能

8団体

条件次第

4団体

新規受入不可

7団体

受入不可

12団体

その他

5団体

肥料製造事業者・産業廃棄物処理業者とのマッチング支援

※“じゅんかん育ち”とは、下水道資源を有効利用して作られた食材の愛称です。

日水コンは関係機関と連携し、 “じゅんかん育ち”の流通・販売に関する支援や広報活動を行っています。

お問合せ先 コンサルティング本部  下水道事業部
    TEL：03-5323-6300
    E-mail：nsc_gesui@nissuicon.co.jp
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